
 
 
 
 
希少種と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆主

■高

○当

○国

の

○平

○視

境

◆第
10

は、矢
削およ
の活動

日

現

会

参

発 行

編集・

1.矢

と地域との関

主な活動

橋上流から

該地区は平

土交通省で

河道掘削を

成30年度も

察当日は、

と生物の関

第 48 回
0 月 30 日
矢作川本川で
よび樹木伐
動のとりま

日  時：平

現地視察：矢

会議場所：豊

参 加 者：1

行 日：平成

発行：矢作

矢作川：河川

関わり 

 

動内容 

ら久澄橋下流

平成１２年９

では再度災害

を実施してい

も引き続き、

内田座長と

関係について

回川部会
（火）に第
で国土交通省
開施工箇所
とめについ

平成 30 年 1

矢作川高橋上

豊田市崇化館

9 名（事務

成 30 年 11

作川流域圏懇

川整備箇所

流で実施して

９月の東海豪

害防止のため

います。 

、河川協力団

と愛知工業大

て解説をいた

会ＷＧを
48 回川部会
省が実施し

所の現地視察
いて意見交換

10 月 30 日

上流～久澄橋

館交流館 

務局含む） 

月 

懇談会 事務

所の現地視察

ている河道掘

豪雨により越

め、漏水対策

団体の協力

大学の学生が

ただきました

を開催し
会ＷＧが開
た高橋上流

察を行いまし
換を行いまし

日（火）14

橋下流 

務局 

察 

掘削、樹木伐

越水、漏水等

策護岸を順次

を頂き樹木

が施工後の河

た。 

しました
開催されまし
流～久澄橋下
した。また、
した。 

4:00～17:3

 

伐開の施工地

等の大きな被

次施工してき

木伐開および

河川区間内に

た！ 
した。今回の
下流区間の河

視察後は 9

30 

地を視察し

被害を被りま

きており、

び河道掘削を

に生息する底

の WG
河道掘
9 年間

ました。 

ました。 

平成27年度

を実施してい

底生動物を捕

度から当該区

います。 

捕獲し、川の

区間

の環



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆お問
矢作川
〒441
   
TEL 0
＊矢作

 
●出
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第 4
日時
内容

今後の

1 

○矢

裕

 
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矢作川河川整
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鵜の首を開

から整備を

る。いずれ

下流から安
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河川改修を
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整備計画にお
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部があるが、

鵜の首の狭窄

スケジュール

いうことであ

掘削や矢作ダ

、具体的な

るが、課題は

流の危険度が

難しい面があ

果、9 年間の

きたか、やろ

田） 

勉強すること
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事業対策官
 指導員 宇

wa@iijnet.or
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る。その流れ
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